
　
廃
棄
物
処
理
技
術
は
循
環
型
社
会
の
構
築
を
支
え
て
い
る
。
２
０
１
１
年
３
月

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
福
島
県
内
の

除
染
に
伴
い
生
じ
た
土
壌
な
ど
が
搬
入
さ
れ
る
中
間
貯
蔵
施
設
向
け
に
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ

フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
破
袋
機
や
、
放
射
能
濃
度
測
定
器
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
環
境
省
は

年
３
月
に
策
定
し
た
「
巨
大
災
害
発
生
時
に
お
け

る
災
害
廃
棄
物
対
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
、

年
度
以
降
、
全
国

の
災
害
廃
棄
物
対
策
を
促
進
し
て
い
く
。

総
排
出
量
は
減
少
急
が
れ
る
災
害
廃
棄
物
の
処
理

除染廃棄物が入ったフレキシブルコンテナバッグ
の仮置き場での積み上げ作業（福島県楢葉町

循
環
型
社
会
の
構
築
を
支
え
る

東京都内で開かれた中間貯蔵施設
安全対策検討会（第３回

中
間
貯
蔵
施
設
に
対
応
測
定
や
破
袋
の
装
置
開
発
進
む

廃棄物処理技術

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ４月２４日 木曜日 　　

　
福
島
県
内
で
は

年
３
月

末
時
点
で
、
当
初
の
計
画
通

り
、
楢
葉
町
、
川
内
村
、
大

熊
町
に
つ
い
て
除
染
が
終
了

し
た
。
災
害
廃
棄
物
な
ど
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
同
時
点

で
楢
葉
町
、
川
内
村
、
大
熊

町
の
３
町
村
が
、
帰
還
の
妨

げ
と
な
る
災
害
廃
棄
物
な
ど

の
仮
置
き
場
へ
の
搬
入
を
完

了
し
た
。
ま
た
、
南
相
馬
市

に
つ
い
て
も
目
標
通
り
、
一

部
を
除
き
搬
入
し
た
。

　
現
在
、
楢
葉
町
に
あ
る
山

田
浜
と
山
田
岡
の
両
地
区
に

あ
る
仮
置
き
場
で
は
、
ク
レ

ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
移
動
さ

せ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
を
、

整
然
と
積
み
上
げ
る
作
業
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
総
合

電
機
メ
ー
カ
ー
、
放
射
線
測

定
器
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
が
中
間
貯
蔵
施

設
の
設
置
を
に
ら
ん
で
、
装

置
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
異
な
る
企
業
が
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
専
用
ガ
ン
マ
線
測
定

器
を
製
品
化
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の

中
に
あ
る
汚
染
土
壌
な
ど
の

放
射
線
量
を
測
定
す
る
も
の

で
、
速
や
か
に
適
正
な
分
別

処
理
を
進
め
る
。
あ
る
企
業

の
測
定
器
の
場
合
、
ガ
ン
マ

線
の
測
定
範
囲
が
１

当

た
り
５
０
０
―

万

と
な

っ
て
い
る
。

　
ゼ
ネ
コ
ン
と
破
砕
機
械
メ

ー
カ
ー
な
ど
が
組
ん
で
、
大

型
破
袋
機
を
共
同
開
発
す
る

ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。

大
型
破
袋
機
は
放
射
能
汚
染

物
質
が
入
っ
た
大
型
土
の
う

袋
や
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
か

ら
、
内
容
物
を
自
動
的
に
取

り
出
す
。
作
業
員
は
ト
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
で
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
を
大
型
破
袋
機

に
投
入
す
る
だ
け
で
、
手
に

触
れ
る
こ
と
な
く
汚
染
土
壌

な
ど
の
内
容
物
と
袋
類
に
分

別
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
な

ど
に
接
続
し
、
取
り
出
し
た

放
射
能
汚
染
物
質
を
貯
蔵
施

設
へ
搬
出
す
る
。
破
袋
に
当

た
っ
て
、
超
高
圧
で
微
水
量

の
ウ
オ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
に

よ
っ
て
非
接
触
で
効
率
よ
く

行
う
タ
イ
プ
や
、
カ
ッ
タ
ー

ド
ラ
ム
の
配
置
、
カ
ッ
タ
ー

の
形
状
を
工
夫
し
て
適
応
能

力
を
高
め
た
タ
イ
プ
な
ど
が

あ
る
。

　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
な
ど
を

作
業
員
が
個
別
に
砕
い
て
内

容
物
を
取
り
出
す
の
は
、
作

業
効
率
が
悪
く
、
か
つ
被
ば

く
の
可
能
性
か
ら
作
業
員
の

健
康
に
つ
い
て
の
危
険
性
を

伴
う
こ
と
が
問
題
だ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
セ
シ
ウ
ム
汚
染
土
壌

受
け
入
れ
時
に
使
用
す
る
設

備
と
し
て
、
シ
ン
プ
ル
な
機

構
で
設
定
し
た
濃
度
に
基
づ

き
汚
染
土
壌
を
分
別
で
き
る

装
置
が
登
場
し
て
い
る
。

　
環
境
省
は
巨
大
災
害
発
生

時
に
お
け
る
災
害
廃
棄
物
対

策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

中
で
、
「
巨
大
災
害
の
発
生

に
向
け
た
対
策
の
あ
る
べ
き

方
向
」
と
し
て
五
つ
の
事
項

を
示
し
た
。

　
そ
れ
は
「
膨
大
な
災
害
廃

棄
物
の
円
滑
な
処
理
の
確

保
」
「
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
、
発
災
前
の

周
到
な
事
前
準
備
と
発
災
後

の
迅
速
な
対
応
」
「
衛
生
状

態
の
悪
化
・
環
境
汚
染
の
最

小
化
に
よ
る
国
民
の
安
全
・

健
康
の
維
持
」
「
強
靱
な

き
ょ
う
じ
ん

廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
確

保
と
資
源
循
環
へ
の
貢
献
」

「
大
規
模
広
域
災
害
を
念
頭

に
置
い
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
の
確
保
」
。
こ
の
五
つ
を

前
提
と
し
て
、
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
環
境
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
一
般
廃
棄
物
の
ゴ
ミ
総
排

出
量
は
、

年
度
以
降
継
続

的
に
減
少
し
て
い
た
が
、

年
度
以
降
横
ば
い
傾
向
に
あ

る
。
同
省
が

年
２
月
に
ま

と
め
た

年
度
の
ゴ
ミ
総
排

出
量
は
、
前
年
度
比
０
・
５

％
減
の
４
５
２
２
万

だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
ゴ
ミ
総

処
理
量
は
４
２
６
２
万

。

そ
の
う
ち
、
焼
却
、
破
砕
、

選
別
な
ど
に
よ
っ
て
中
間
処

理
さ
れ
た
量

中
間
処
理

量

は
３
９
９
３
万

、
再

生
業
者
ら
へ
直
接
搬
入
さ
れ

た
量

直
接
資
源
化
量

が

２
１
２
万

、
中
間
処
理
さ

れ
ず
に
直
接
最
終
処
分
さ
れ

た
量

直
接
最
終
処
分
量

が

万

だ
っ
た
。

　
一
方
、
全
国
の
産
業
廃
棄

物
の
総
排
出
量
は

年
度
以

降
減
少
傾
向
に
あ
る
。
同
省

が

年

月
に
ま
と
め
た

年
度
の
総
排
出
量
は
、
前
年

度
比
１
・
２
％
減
の
３
億
８

１
２
１
万

だ
っ
た
。
中
間

処
理
量
は
２
億
９
２
２
９
万

、
直
接
再
生
利
用
さ
れ
た

量
が
８
３
１
９
万

、
直
接

最
終
処
分
量
が
５
７
３
万

だ
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
建

築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て

発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
量

は
膨
大
で
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
に
３
年
以
上
の
時
間
を

要
し
て
い
る
。
特
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
３
県
の
沿
岸
市

町
村
に
お
い
て
は
、

年
２

月
末
現
在
、
災
害
廃
棄
物
１

７
０
８
万

の
う
ち
、

％

に
当
た
る
１
６
４
２
万

の

処
理
が
完
了
し
た
。
災
害
廃

棄
物
の
各
県
の
処
理
割
合

は
、
岩
手
県
が

％
、
宮
城

県
が

％
、
福
島
県
が

％

と
な
っ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
で
飛
散
し
た
放
射

性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
に

対
処
し
、
復
興
を
加
速
化
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
、
放
射
性

物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

土
壌
な
ど
の
除
染
や
、
中
間

貯
蔵
施
設
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
。

　
福
島
県
内
に
お
い
て
は
、

除
染
に
伴
い
生
じ
る
土
壌
や

廃
棄
物
の
量
が
膨
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
最
終

処
分
す
る
ま
で
の
間
、
安
全

か
つ
集
中
的
に
管
理
・
保
管

す
る
施
設
と
し
て
、
中
間
貯

蔵
施
設
の
設
置
が
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は

中
間
貯
蔵
施
設
候
補
地
の
現

地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
中

間
貯
蔵
施
設
安
全
対
策
検
討

会
と
中
間
貯
蔵
施
設
環
境
保

全
対
策
検
討
会
を
開
き
、
検

討
し
て
き
た
。

　
現
在
、
中
間
貯
蔵
施
設
の

設
置
場
所
と
し
て
、
大
熊
町

と
双
葉
町
の
両
町
が
候
補
地

と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
中

間
貯
蔵
施
設
の

年
１
月
か

ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

い
る
。

　
中
間
貯
蔵
施
設
に
貯
蔵
す

る
も
の
と
し
て
、
除
染
に
伴

い
生
じ
た
土
壌
・
廃
棄
物
で

仮
置
き
場
に
保
管
し
て
い
る

も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
廃
棄

物
で
放
射
能
濃
度
が
１

当
た
り

万

を
超
え
る
も

の
を
想
定
し
て
い
る
。


